
せきたんふな

を通じて船積をする。底附B従事を使用するときは，チ|降台を傾

けるかわりに台の一部を傾けると ， 炭車のl底か ら H1た石炭は容

易にジュ ート に流出する。際平 1 両の取扱に 2 分を要するので，

6 配線 図

15 t 事を使用すれば 450tjh の積込能力がある。

エ トランスポーター 岸壁わきにJt-i' ll足場があり ， ここに貯

伏されているものをグラブでっかみ，ベルトコンベヤに12t込み，

そのままコ γベヤにより

船積されるか， またはロ

ー ダーを設けて船積する

かによるもので， トラ ン

スポ ー タ ー，ベル トコ γ

ベ ヤ， および ロ ー ダー の

3 極類の織械をもって構

成する僚出設備である

(図-4) 。

オ 水平引込起霊機

市]項の トラ γスポー タ

ー のかわりに，水平引込

起m:機を用いた方法であ

る。これは水平引込起重

機をコンクリー ト椛造物

上を走行させ，貯炭をつ

かみ， これを移動ホッパ

ーを通じて，ベノレトコン

ベヤに給炭し， ロ ー ダー

により紛飲する。

カ カーダゾパ式多

盆の石炭を短時間内に積

出す最も機械化した方法

は，カー ダγパとベルト

コ γベヤとロ ー ダー の 3

樋類の機械を組合わせた

ものである(1翠ー5) 。カ ー

ダンパとは炭車をつかん

p で傾転させ， 炭車内の石

炭を瞬時に取おろす機械

で， 全回転式と半傾転式

で重心中心形のもの(fJ'(

i依荷重と貨車の重心点を

岡転の中心に選んだ形式

で， 約 45 0

傾転させる)

と半傾転式で重心持上形

のもの(ホ ッ パの深さを

なるべく少な く するた

めに設計 されたもの)

等がある。全問転式は

室蘭jおよび小符で使用

されている。まず炭車

| を回転わ く に入れ，J'!

| 車の官IIJ板を上方から押

!二:列I間発鍛 え，逆にして脱線 ・ 転

後 しないようにする。

それから回転わくを回

転させる。 [i'i]転わくは

炭 J:11の重心あたりを中

心と し約 155 0

回転す

る。回転しでもどるま

で I サイク ノレ 2 分であ

り ， 炭車は 30 t 績であ

ず浮き弘

!þ主主持ι

7 ミ ュ -1レ断而il濁

8 配 線 図

引上線

B キ ックパック線

C カ ー タン バ

L ローダ T トランスポー タ ー

M ミ ユー ノレ カ ー ピ y ト
V ベノレ 卜コ ンベ T

V 

図-8 は船積する附内の自己線の ー {列で iJ{ ljIおよひ船ftt f'I.~業航行ー l まつぎの とおり である。
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